
 

 

 

 

１．趣旨 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ねらい ①災害時に求められる知識、共通の言語と原則を理解する 

      ②「いま・ここ」ですべき支援の評価・判断力を習得する 

      ③災害関連死・２次被害の予防と避難生活における福祉の向上につながる実践力 

を身につける 

 

３．日  時 令和８年１０月３日（土）１０：００～１６：４５（受付：９：３０～） 

 

４．会  場 奈良県社会福祉総合センター５階 研修室ＢＣ 

       〒634-0061 橿原市大久保町 320-11（近鉄畝傍御陵前駅東出口より徒歩 3 分程） 

        

５．主  催 奈良県災害福祉支援ネットワーク 

【事務局：奈良県、（福）奈良県社会福祉協議会】 

 

６．参加対象 奈良県災害派遣福祉チーム員（奈良ＤＷＡＴ員）   

       奈良県内災害派遣チーム員・県内保健医療福祉関係者等 

       近隣府県ＤＷＡＴ関係者 

 

７．定  員 ５０名 

 

８．講  師 神戸学院大学 総合リハビリテーション学部 伊藤 隆博 准教授 

資格：社会福祉士・精神保健福祉士・防災士 

経歴：大学卒業後社会福祉士を取得し、医療機関にて MSW として伊勢赤十字

病院等に勤務。また、災害救護班員、災害派遣医療チーム（DMAT）の

業務調整員として活動。その後、岩手県立大学社会福祉学部准教授を経

て現職。日本災害医学会評議員、日本災害医学会 BHELP インストラク

タ－・世話人 

 令和７年７月に災害救助法並びに災害対策基本法が改正され、災害時に要配慮者等に対

する福祉サービスの提供が法制化されました。あわせて「災害時の福祉支援体制の整備に

向けたガイドライン」も改正され、災害派遣福祉チーム（以下、DWAT）は、避難所に加

えて在宅、車中泊で避難生活を送る要配慮者の支援が行えるよう活動範囲が拡大されまし

た。さらに令和８年６月の社会福祉法の一部改正では、災害時における要配慮者等への福

祉支援体制の強化を目的に DWAT が法制化されるなど、DWAT に求められる役割や期待

が急速に高まっており、平時からの体制整備が急がれます。 

 これらのことを踏まえ、本研修では、DWAT の意義や活動について学ぶとともに効果  

的な災害福祉支援活動を実践するために求められる保健医療福祉関係者との連携について

考えます。また、災害現場における共通言語「CSCATTT」について、DWAT における共

通言語「ＣSCASSS」について理解を深め、避難生活をささえるための活動スキルの習得 

を目指します。 

 

令和 8 年度 

第 1 回奈良 DWAT（奈良県災害派遣福祉チーム）実践研修【基礎編】  

開催要項  

～被災地に寄り添った支援に向けて～ 



９．研修内容（事前学習動画視聴及び集合研修）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．参加申込等（事前学習動画の視聴がありますので、早めのお申込をお勧めします） 

   令和８年９月２４日（木）までに別添「申込書」に必要事項を記入の上、下記事務局へ

FAX か E-mail でお申し込みお願いします。※なお、決定通知は送付しませんので、予めご

承知おき下さい。FAX にて申込みの場合は下記事務局あて着信確認お願いします。E-mail

にて申込みの場合は、申込み受信した旨の返信メールを送信します。（返信がない場合は、

下記あてお問い合わせください） 

 

１１．申込み・問合せ先  奈良県災害福祉支援ネットワーク事務局 

〒634-0061 橿原市大久保町 320-11   

社会福祉法人奈良県社会福祉協議会総務企画課（釣井・石川） 

TEL：0744-29-0100 FAX：0744-29-0101 

E-mail：naradwat@nara-shakyo.jp 



 

参考資料 



医療               保健・福祉 

 
 

災害派遣福祉チーム（DWAT）の共通言語・共通原則 CSCASSS 

 

 

 

 

管 

理 

項 

目 

Command&Control ・避難所管理者等のコマンダーの確認 

・避難所内の組織体制、支援者チームの活動体制の確認 

Safety ・避難所内の安全状況、感染症の状況 

Communication ・情報共有体制（会議等）の確認 

・避難者への情報提供状況の確認 

Assessment ・集約されている情報、されていない情報、足りない情報の確

認。 

・今後、予測されるリスクを分析する（安全面・健康面・生活

面） 

・ニーズと資源を明らかにする 

・当面の活動方針を定める 

 

支 

援 

項 

目   

Screening スクリーニング 

Support & Set up 

shelter 
個別支援と環境整備 

Shift to 

Community Support 
地域へのつなぎ 

 


